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た部分があって、その関連で仕様を変更して欲

しいといってきたのが幾つかありましたが」

「ＯＫ，これで一つ解決だね。最初に仕様を細

かく詰めておかないと、後で仕様の変更が頻発

するんでね。ところで、仕様の書き方について

は、彼らが知っているので、後で教えてもらっ

てね」と言って、カウンターの奥の２人に視線

を送った。

２人は話しを止めて、

「良いですよ」と言って、カウンターの端に居

る客と視線を合わせ、お互いに軽く会釈した。

「私も、以前、あなたと同じことをマスターに

言って、叱られました」

「客の所為にするんじゃない。客がまともな仕

様を書けるんだたら、あんた達の所に注文来な

かっただろう。あんたとこだったら、何とかし

てくれると思ったから、注文が来たんだろ

う、って」

カウンターの端の客は、ただじっと聞いてい

る。その目は真剣だ。彼は話しを続けた。

「確かにそうなんですね。うちみたいに規模の

大きなソフト会社には、それなりに期待してい

るんですよね。その期待を見事に外しちゃった

わけです。それを客の所為にしていたんです

ね。そこをマスターに叱られたわけです。あん

たらプロじゃないのかって言われました。これ

は効きましたよ」

彼の話を聞きながら、ブレンドコーヒーを薄い

ブルーのカップに入れて、客の前に差し出し

た。そして今、半年前にこのカウンター越しに

叱った時の彼を思い出している。あぁ、半年で

ここまで成長したのかと思うと、嬉しくなって

くる。昔のコンサルタントをやっていたときの

感激が甦ってくるようだ。

「ところで、遅れたのはこれだけが原因じゃな

さそうだけど」

「えっ、どうして分かるのですか？」

「さっき、３か月遅れたって言いましたよね。

少々の仕様変更ぐらいでは、３か月もオーバー

しないですね。それで何か見当外れのことでも

起きたのではないかと思ってね」

「そうですね。一つは機能の実装の見通しが外

れました。初めてのＩ／Ｆだったことは確かで

すが・・」

「何とかなると思ったわけですね」

「それほどはっきりとしたイメージではないの

ですが、何とかなるだろうと思ったことは確か

ですね。それに、Ｉ／Ｆの試験機の精度が低

く、実機テストの途中で、急遽手配したため、

テストが３週間遅れてしまいました。揚げ句

は、試験機の精度が上がったところで、プログ

ラムのミスが見つかったりして」

「それくらいですか？」と催促して

みた。

催促に促されるように、思い出そう

としている。

「その他には、チームに参加しても

「ありがとうございました」

一組のカップルが帰っていった。店の空気の切

り変わりの一瞬である。夜も８時を回って、店

にいるのはカウンターの奥の１組だけになっ

た。彼らは、２，３日に１回顔を出す常連であ

る。さっきから、何だかバグデータの分析やリ

スクについて、お互いに話しをしている。

それを横目に見ながら、テーブルのコーヒー

カップを片付けに行った。カウンターに戻った

とき、一人の客が入ってきた。

「いらっしゃい。おや、今日は遅いですね」

時々見る顔だが、頻繁に立ち寄る客ではない。

カウンターの入り口寄りに座って、

「ブレンドコーヒーください」といった。

「あ～、やっと終わったところですよ」とくた

びれた顔に苦笑いを浮かべながら言った。それ

でも、やはり開放された表情をしている。カウ

ンターの奥には、さっきから２人で話しをして

いて、若い方がメモを取りながら考えをまとめ

ているようだ。

「それは良かったね、と言いたいところだけ

ど、そう喜べる状態ではなさそうだね」

「そうなんです。納期は３か月も遅れるし、客

先でのテストでバグは出てくるし、もう大変

だった。もっとも、いつものことだけどね」

「そう。いつものことなんだね。プロジェクト

の始まりの時には、今度こそ、前回の二の舞い

はご免だ、と言っているんだけどね。終わって

みたら、やっぱり前回と同じだね」

「そうなんですよ。今回は、納期をミートさせ

るために、MS Project でスケジュール書いて、

毎日管理したんだけど、上手くいかなっかた

な。どうしてでしょうね」

「それはこっちがいう台詞だね。どうして変わ

らないのかね。いつまでも、こんなことやって

いると、身体が持たないでしょう」

「客からは怒られるし、課長からも、何やって

んだと叱られるし、くたびれてしまいました」

「何が起きたんだね」

「何がって、いつものパターンですよ。設計途

中で仕様の変更が次々と入って来るし、納期は

最初のままだし。これで納期通りに終わらせる

ことなんて、出来るはずがない。最初から納期

が決まっているんだから、どうしようもないよ

ね」

「それって、本当に仕様の変更なの？」と突っ

込むと、

「どういうことでしょうか？」

「本当に、最初の頃には、お客さんもそのこと

に気付かなくて、あなた達が設計に入ってか

ら、どうしても入れて欲しいというものだっ

た？　それとも、最初から関連する仕様があっ

て、その時点であなた達の仕様の詰めが甘かっ

たんじゃない？」

「確かに、設計途中で仕様の適用範囲が気に

なったので確認したところが、解釈が違ってい
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リスクは、リスクの要因と起きて欲しくな
い事象をセットに考えないと、適切な軽減
措置が浮かんでこない。

らった外注さんの能力も読み違えましたね」

「なるほど。何をすべきだったのでしょうね」

と軽くボールを投げてみた。

私のボール受け取って、コーヒーを飲みながら

考えている。

そこで、この問題を奥の２人に投げてみた。

「あなた達も、こういうことはあったでしょ

う？」

「はい、ありましたよ。というより、どこでも

同じなんですね。同じことが起きて、同じよう

な目に遭っているんですね」

「そう。その上、同じことを考える。みんな

“ゼロ”から経験しているから、いつまで経っ

ても進歩しないんだよね。で、あなた達はどう

した？」

「そうですね。リスク管理で取り組むテーマだ

ろうと思っています」

「思っています？」

「やっぱりばれちゃいましたね。いや、実は隣

でちょうど良い話題が出ていたので、私たちの

参考になるかなと思って聞いていたんですよ。

そうしたら、こっちに振ってこられてしまいま

した」

「そんな顔をしていたのでね。あぁ、この人た

ちもリスク管理はまだ出来ていないんだな、と

ね。ところで、リスク管理そのものの勉強はし

たのかな？」

「はい、ＣＭＭのセミナーを受けたときに、一

緒に聞いたことがあります」

「で、分かった？」

「分かった積もりだったのですが」

「ですが・・・、どうも上手く出来たように思

えないわけだ」

「そうなんです。リスクリストを書き出して見

たんですが、そこから進まないのです」

「つまり、リスクを発症させないための軽減措

置が、上手く出てこないということ？」

「そうです」

「そこでリストアップしたのは、“リスク”で

はなく“リスクの要因”じゃない？　たとえば

どういうのが抽出された？」

「たとえば、“外注さんの能力が不安”とか

“新しい機能の制御方法が分からない”といっ

た感じです」

「やっぱりね、それは、リスクではなく“リス

クの要因”だね。そのままでは、効果的な対応

が考えられないのは当然だよ」

「どうすれば良いんでしょうか」

「まず、“外注さんの能力”では曖昧すぎるの

で、もっと具体的な能力を特定すること。それ

から、その結果として、納期が心配なのか、実

現することも含めて品質が心配なのかをはっき

りさせること。そうすれば、特定の能力を今か

ら補う時間があるかどうか、その機能を実現す

るためのテクニックを教えれば済むのか、とい

うところに来て、リスクを発症させない方法に

繋がっていくでしょう。分かる？」

「はい、少しイメージ出来そうです」

さっきからノートに事例を書いて考えていた連

れの人が、すっと顔を上げた。その目はすでに

何かを掴んでいる。　　　　　　　　　■
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人
」
の
問
題
に
帰
し
て
良
い
も
の
だ
ろ
う

か
。
な
ぜ
、
セ
ン
タ
ー
長
は
牛
肉
の
産
地
を

偽
る
シ
ー
ル
を
貼
る
よ
う
に
指
示
し
た
の
だ

ろ
う
か
。
そ
こ
に
背
に
腹
は
代
え
ら
れ
な
い

状
況
が
あ
り
は
し
な
い
か
。

狂
牛
病
の
発
生
に
よ
っ
て
、
牛
肉
の
売
り
上

げ
が
半
減
し
た
の
に
、
従
業
員
の
数
は
変

わ
っ
て
い
な
い
。
当
然
、
支
払
わ
れ
る
給
料

は
、
残
業
手
当
の
一
部
が
減
額
さ
れ
る
程
度

で
、
基
本
的
に
は
同
じ
で
あ
る
。
そ
う
な
る

と
、
給
料
の
原
資
を
確
保
す
る
た
め
に
、
販

売
数
量
は
減
っ
て
も
、
利
益
が
確
保
で
き
る

よ
う
に
単
品
の
利
益
率
を
上
げ
る
し
か
な

い
。
売
り
上
げ
の
規
模
に
合
わ
せ
て
、
組
織

の
規
模
を
調
整
で
き
な
け
れ
ば
、
誰
で
も
こ

う
し
た
不
正
に
手
を
染
め
る
し
か
な
い
。

国
会
議
員
と
金
の
問
題
は
、

今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な

い
。
ま
る
で
街
灯
に
群
が
る

昆
虫
の
よ
う
に
、
金
の
匂
い

の
す
る
こ
と
ろ
に
、
目
ざ
と

く
集
ま
っ
て
く
る
。
口
を
利

い
た
の
だ
か
ら
当
然
と
い
う

姿
勢
で
あ
る
。
頼
む
方
も
、

そ
れ
以
上
の
利
権
が
得
ら
れ

る
の
で
、
求
め
ら
れ
る
ま
ま

金
を
出
す
。
こ
の
連
中
に
モ

ラ
ル
の
か
け
ら
も
無
い
の

は
、
誰
で
も
知
っ
て
い
て
驚

か
な
い
。
野
党
議
員
で
あ
ろ

う
と
、
五
十
歩
百
歩
だ
ろ
う

と
納
得
し
て
い
る
。

狂
牛
病
の
検
査
機
器
の
欠
陥
を
知
ら
さ
れ

な
が
ら
、
実
際
に
検
査
し
て
い
る
人
た
ち

に
知
ら
せ
な
い
と
い
う
の
も
、
人
間
と
し

て
の
モ
ラ
ル
が
疑
わ
れ
る
行
動
で
あ
る
。

ミ
ス
を
マ
ス
コ
ミ
に
突
っ
込
ま
れ
る
の
が

厭
で
、
ば
れ
な
け
れ
ば
い
い
や
と
で
も

思
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ま
で
は
、
架
空
の
従
業
員
を
雇
っ
た

こ
と
に
し
た
り
、
経
費
の
水
増
し
な
ど
で

税
金
を
誤
魔
化
そ
う
と
い
う
の
が
多
か
っ

た
。
と
こ
ろ
が
最
近
は
、
様
子
が
変
わ
っ

て
き
た
。
「
近
所
の
人
」
が
モ
ラ
ル
を
疑

う
よ
う
な
行
動
が
目
に
付
き
だ
し
た
。
牛

肉
の
産
地
の
シ
ー
ル
を
張
り
替
え
て
、
少

し
で
も
高
く
売
ろ
う
と
し
た
こ
と
が
、
あ

ち
こ
ち
で
発
覚
し
て
い
る
。
大
手
の
肉
の
卸

業
者
や
Ｊ
Ａ
の
「
所
長
」
や
「
部
長
」
の
立

場
の
人
が
、
そ
う
し
た
不
正
に
手
を
染
め
て

い
る
。
そ
う
し
た
組
織
の
中
の
人
だ
け
か
と

思
え
ば
、
商
店
街
の
肉
屋
さ
ん
も
、
産
地
を

偽
っ
て
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
並
べ
て
い
る
。
先

の
Ｊ
Ａ
の
場
合
と
違
っ
て
、
お
客
さ
ん
は

「
隣
の
人
」
で
あ
る
。
顔
が
見
え
、
名
前
も

分
か
っ
て
い
る
人
に
対
し
て
、
産
地
を
偽
っ

て
商
売
が
で
き
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

我
が
家
も
、
妻
が
リ
サ
イ
ク
ル
の
店
を
経
営

し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
経
営
に
つ
い
て

は
、
家
で
も
良
く
話
し
を
す
る
が
、
「
商

い
」
は
信
用
さ
れ
る
こ
と
が
第
一
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
い
つ
も
買
い
に
来
て
く
れ

る
お
客
さ
ん
を
騙
す
こ
と
は
と
て
も
出
来
な

い
。
売
り
上
げ
や
利
益
は
、
提
供
し
た
サ
ー

ビ
ス
の
質
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
利

益
が
落
ち
れ
ば
、
仕
入
れ
を
工
夫
し
た
り
、

店
の
中
の
商
品
の
並
べ
方
を
工
夫
し
た
り
す

る
。
も
し
そ
の
利
益
の
水
準
が
妥
当
な
も
の

で
あ
る
な
ら
、
事
業
の
規
模
を
そ
れ
に
合
わ

せ
る
し
か
な
い
。
そ
の
時
、
利
益
を
上
げ
る

た
め
に
、
産
地
を
偽
る
こ
と
が
出
来
る
と
す

れ
ば
、
そ
こ
に
は
モ
ラ
ル
と
い
う
も
の
は
存

在
し
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
最
近
は
モ
ラ
ル
の
低
下
が
起

こ
す
犯
罪
が
頻
発
し
て
い
る
。
マ
ス
コ
ミ

も
、
個
人
の
モ
ラ
ル
の
低
下
を
指
摘
す
る
論

調
が
多
い
が
、
果
し
て
こ
れ
を
全
て
「
個

音音

今
、
日
本
は
デ
フ
レ
の
状

態
か
そ
う
で
な
い
か
で
、

一
部
で

不
毛

の
論
争

を

や
っ
て
い
る
。
銀
行
は
破

綻
し
て
い
る
の
か
、
そ
う

で
な
い

の
か

で
内
閣

で

争
っ
て
い
る
。
一
般
の
国

民

に

と
っ
て
は
、
今
の
状

態
が
一
時
的
な
も
の

か
、
そ
う
で
な
い
の

か
が
問
題
な
の
で
あ

る
。
し
ば
ら
く
す
れ

ば
、
ま
た
仕
事
に
あ

り
つ
け
る
の
か
ど
う
か
が
知
り
た
い
と

こ
ろ
だ
ろ
う
。

だ
が
私
に
言
わ
せ
れ
ば
、
今
の
日
本
の

状
態
は
不
況
で
も
デ
フ
レ
で
も
な
く
、

ま
さ
に
「
衰
退
」
だ
と
思
っ
て
い
る
。

歴
史
を
学
ば
な
か
っ
た
国
民
が
、
単
純

な
歴
史
の
罠
に
は
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
「
文
明
の
衝
突
」
と

い
う
本
は
、
一
九
九
八
年
に
翻
訳
さ
れ

た
。
そ
こ
で
氏
は
、
文
明
が
衰
退
の
段

階
へ
移
行
す
る
と
き
の
姿
を
こ
う
書
い

て
い
る
。

『
文
明
が
衰
退
す
る
と
き
に
は
、
「
新

し
い
方
法
に
余
剰
分
を
あ
て
な
く
な

る
。
近
代
的
な
用
語
で
い
う
な
ら
、
投

資
率
が
低
下
す
る
の
で
あ
る
」
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
わ
け
は
、
余
剰

を
管
理
し
て
い
る
社
会
集
団
が
既
得
権

益
を
も
っ
て
い
て
、
余
剰
の
使
途
を

「
非
生
産
的
で
利
己
的
な
も
の
に
あ
て

る
か
ら
で
あ
る
・
・
・
余
剰
を
消
費
に

振
り
あ
て
て
、
よ
り
効
率
的
な
生
産
方

法
を
提
供
し
な
い
の
だ
」
』
と
。

　
　

大
き
な
組
織
で
な
く
て
も
、
パ
ー
ト
や
ア
ル

ア
ル
バ
イ
ト
を
使
っ
て
い
る
状
態
で
も
、
彼

ら
を
雇
用
し
続
け
る
こ
と
に
固
執
す
れ
ば
、

売
り
上
げ
の
減
少
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
肉

の
産
地
を
偽
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
を

買
っ
て
く
れ
る
の
は
、
隣
の
奥
さ
ん
だ
と
し

て
も
、
背
に
腹
は
代
え
ら
れ
な
く
な
る
。

本
来
、
雇
用
す
る
の
も
解
雇
す
る
の
も
、
経

営
者
の
裁
量
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
手

続
き
に
ル
ー
ル
は
必
要
だ
が
、
法
律
（
判

例
）
で
片
方
を
使
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

の
は
、
明
ら
か
に
間
違
っ
て
い
る
。
そ
し
て

バ
ブ
ル
の
崩
壊
と
と
も
に
、
そ
の
し
わ
寄
せ

が
日
本
人
の
モ
ラ
ル
を
侵
食
し
始
め
た
の
で

あ
る
。
間
違
っ
た
制
度
、
い
び
つ
な
制
度

が
、
日
本
人
の
モ
ラ
ル
を
崩
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

株
式
会
社
の
最
低
資
本
金
の
問
題
、
罰
金
の

金
額
の
低
さ
、
所
得
税
や
法
人
税
率
の
高
さ

な
ど
、
既
得
権
者
が
有
利
な
も
ろ
も
ろ
の
制

度
が
、
モ
ラ
ル
を
侵
食
し
て
い
る
。

経
済
が
、
拡
大
し
て
い
る
と
き
は
、
自
尊
心

を
損
ね
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
く
て
も
よ

い
。
だ
か
ら
モ
ラ
ル
は
維
持
さ
れ
た
。
だ

が
、
経
済
の
後
退
が
長
く
続
い
た
こ
と
で
、

モ
ラ
ル
の
歯
止
め
は
効
か
な
い
。
そ
れ
で

は
、
腹
は
膨
れ
な
い
の
で
あ
る
。

厄
介
な
の
は
、
一
度
モ
ラ
ル
を
損
ね
た
人

は
、
そ
の
こ
と
に
慣
れ
て
し
ま
い
、
元
に
戻

せ
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
だ
。
　
　
■

今
、
日
本
の
状
態
は
、
一
部
の
既
得
権

益
者
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
都
合
の
良

い
よ
う
に
ル
ー
ル
を
曲
げ
て
し
ま
っ
て

い
る
。
お
金
を
市
場
に
循
環
さ
せ
る
の

で
は
な
く
、
目
減
り
す
る
前
に
税
金
の

形
で
、
速
や
か
に
市
場
か
ら
回
収
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
一
四
〇
〇
兆
円
が
、

効
率
的
に
活
用
さ

れ
ず
、
ペ
イ
オ
フ

が
始
ま
る
と
言
っ

て
は
、
資
本
を
す

り

減

ら

し

て

い

る
。
「
み
ず
ほ
銀

行
」
は
、
シ
ス
テ

ム
の
統
合
で
大
事
な
資
本
を
と
ん
で
も

な
く
食
い
つ
ぶ
し
て
い
く
。

『
こ
の
期
の
文
明
は
も
は
や
自
己
を
守

る
意
思
も
な
い
た
め
に
、
自
衛
す
る
こ

と
す
ら
出
来
な
く
な
っ
て
・
・
・
』
当

然
、
こ
の
状
態
で
は
国
家
と
し
て
の
リ

ス
ク
管
理
な
ど
は
臨
む
べ
く
も
な
い
。

マ
ス
コ
ミ
も
リ
ス
ク
を
報
じ
な
い
。

「
人
び
と
が
自
分
た
ち
の
資
本
を
食
い
つ
ぶ
し
て
い
く
う
ち

に
、
文
明
は
世
界
国
家
の
段
階
か
ら
衰
退
へ
の
段
階
に
移
行

し
て
い
く
」
（
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
「
文
明
の
衝
突
」
）

今月の一言

傷ついた日本人のモラル


